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地域景観保全の観点から捉えた牧草地の認識特性
Characteristics of People's Awareness of Pasture Viewed

Preservation
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Abstract i The rapidly aging society in recent years has been accelerating the shortage of workforce in primary industries.

Consequently,agricultural landscapes,which used to be maintained by thOse industries,have also been undergoing a remarkable

change.Agricultural landscapes,however,are one of the principal elements featuring the locality,and therefore should be taken

as indispensable nowadays when local characteristics are made much of.Among agricultural landscapes,this study focused on

grassiands,extracting some visual landscape components that people can recognize,ailned at providing fundamental inaterials in

discussing effective measures for preserving local landscapes. The study showed that people have been aware of changes in

grassland state due to seasonal transition or farェling,viewing the presence of anilnals such as cattle as important in pasture

landscapes.And the person who does not k■ow the stock raising industry is higher than the persOn、vho k■ows at the evaluation

of rurallandscape scenery for example pasture.The possibility to improve the evaluation of them was suggestedt how to showing

these elements in rural landscapes;、〃ho sees the scenery?
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1.は じめに

地域性の時代にその地域の特性を表す景観資源は豊かな生活環

境を形成する上で必要不可欠である。都市近郊部や農村部におい

ては地域特性を表す景観として古来より人間活動の結果として形

成されてきた農業景観があげられる。このような景観はその雄大

さや景観的価値から観光地としての機能も併せ持ち,町 おこし,

村おこしの一翼を担うことも多々ある。しかしながら,近 年の農

林漁業の衰退により,維 持管理の不足や農村部の土地利用の変化

によりこれらの景観も変化しつつある。例えば壮大な草原景観を

呈する熊本県阿蘇地域や島根県三瓶山は国立公園にも指定され,

観光地として広く知られている。ここでも近年,後 継者不足や経

営難による畜産業の衰退により放棄される牧草地が増えており,

維持が困難になった草原の景観を守るために,ボ ランティアによ

る野焼きなどの草原維持作業や募金など,様 々な活動が展開され

ている124,0。_方 で,2004年 には文化財保護法の一部改正により,

人間の生業などによって形成された文化的景観の保全が謳われる

ようにもなり地域景観としての農業景観の保全施策が検討されて

いる3)。さらに,農 林水産省は,農 業景観の内,気 候条件から草

原の成立しにくい我が国において,草 原や芝生の景観が持つ雰囲

気の明るさや安らぎ感に対する評価は,森 林のそれよりも高いと

しているなど牧草地の価値は高い
。)。このような状況の中,身 近

な景観としての生業から生み出された牧草地景観の保全のために

はまずその特性を把握することが重要となる。本研究では, この

特性把握として,人 間の景観認識面からどのような景観構成要素

を把握することにより特性を認識しているかを明らかにすること

を目的とした。

2.研 究方法

(1)調 査の概要

人間が景観を把握する際には,対 象となる景観の個々の要素を

認識し,そ れらの総体として捉えることとなる。ここでは,そ の

景観要素をとりあげ,そ れらの認識状況を物理的解析および心理

的解析の両面から捉えることを目指した。ここで,物 理的解析と

しては人間の視線解析を,心 理的解析としてはアンケートによる

情緒的評価を中心に解析を行った。

なお,景 観的な機能を具体的に把握しようとするとき,景 観か

ら受ける心理的な効用が日に見えず,そ の価値を実感 ・評価しに

くいことが問題となる。畜産業という性格上,評 価が従事者と外

部の人とで異なる可能性があることも,機 能の全体像の把握を困

難にしている原因の一つである。従って,心 理的解析ではこれら

の相違についても捉えるものとした。

(2)視 線解析による景観要素の認識

人間は牧草地のどこを見て捉えているかといった物理的視点を

知るために,視 線解析により牧草地景観の視認状況を捉えた。そ

の際,視 認対象となる景観構成要素として次のものをあげた。ま

ず牧草地は不可欠である。また,農 業的利用をしていることを特

徴づける動物の存在も重要となる。さらに近年の観光地化してい

る状況を鑑み,花 などの修景植栽も構成要素として捉えた。すな

わちここでの構成要素は 「草地」,近 景としての 「花」,中 景から

遠景としての 「山」「空」,そ の他 「牛」などの点的な要素とした。

調査ではこれらの要素を含む景観写真を用い,視 線解析装置 (ナッ

ク製 EMR-8)に よる視認状況の記録および解析を行った。実験

で用いた景観写真を図-1に 示している。解析では,上 記の要素

のうち 「牛」が存在する写真としない写真,植 物としての草が緑

色の時期とXJり取られた後の茶色の時期の二つを比較した (それ

ぞれ図-1の 写真 1, 2お よび5, 6)。

視線解析による調査は,2005年 10月に造園の専門的教育を受

けている学生 5名を被験者として行った。実験は室内においてア

イマークレコーダーを装着した被験者を着席させ,コ ンピューター

に記録した対象景観をプロジェクターによリスクリーンに投影し

その画像を視認している限球運動をビデオで記録すると言う方法

で行った。その際,ス クリーン上での投影サイズは人間の注視が
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